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学校教育局参事（生徒指導・学校安全）  

 

   東日本大震災により被災した児童生徒を受け入れる学校の対応について（通知） 

 このことについて、文部科学省初等中等教育局長から、別添写しのとおり通知がありまし

たので通知します。 

 東日本大震災により被災した児童生徒の受け入れについては、きめ細かな対応や心のケア

の充実等に取り組んでいただいているところですが、原子力発電所事故により福島県外へ避

難されている児童生徒がいじめに遭い、教育委員会及び学校がいじめ防止対策推進法等に則

った適切な対応を行わず、当該児童生徒が深く傷付く結果となった事案が発生しているとこ

ろです。 

本道においても、被災地等から公立学校が受け入れている幼児児童生徒の数は平成 28 年５

月１日現在で 556 人（札幌市を除くと 219 人）となっております。 

 ついては、管内の道立学校及び市町村教育員会に周知するとともに、関係学校に対しては、

別添写しの通知を踏まえて適切に対応するよう指導し、被災児童生徒に対するいじめの事実

が認められた場合は、速やかに当職あて報告願います。 

 また、各学校等においても、本事案の重大性に鑑み、教育相談体制の充実や初期段階にお

けるいじめの把握及び対応等について引き続き取組を強化するよう、管内の道立学校及び市

町村教育委員会に対し指導願います。 

 

（生徒指導・学校安全グループ）  
































